
エベレストを目指して１,４００日
校長 藤 原 斉

みなさんは、田部井淳子さんという方を知っていま

すか。女性として世界で初めて世界最高峰エベレス

トと七大陸最高峰への登頂に成功した方です。たくさ

んの著書があり、テレビ等にも出演しています。その

田部井さんが以前講演会で次のようなお話をしまし

た。

日本の女性だけで編成された登山隊が、 8,848

メートルのエベレストに登ろうと決心したのは、1971 年

３月のことでした。山の自然は、女だけの登山だから

といって風を弱めてやろうとか、もう少し雪を減らしてや

ろうなどと甘いものではありません。また、登山となると

オリンピック競技のように男女別々に競うようなものと

違います。容赦しない厳しい自然条件が困難な問

題を投げかけて迫ってきます。それを克服して登頂を

成功させるためには周到な計画のもと、物と心と体と

技が立派に準備されなければなりません。日本の女

性だけの登山隊がこれに挑んだのです。

決心した５人は初志貫徹の意気に燃え、まず隊

員を募りました。「本当に行くんだ。本当にやるん

だ。」という意志の強い人を全国から探して、ようやく

１８人のメンバーがそろいました。

１８人は手分けして、世界中からエベレストの登山

記録を集め、つぶさに調べました。どういう方法で、何

を食べて、どんな編成で何を持って行ったかを詳しく

調べました。1971 年から 1975 年の登山までの計画

カレンダーの厚さは 30 センチになったそうです。1972・

73 年の２年間はその計画どおり気象条件の研究、

体力づくり、8,000 メートルまで登るための脈拍や心

臓の訓練などが休みなしに行われました。

1974 年に入ってからは、約 10 ヶ月掛けて 11 トン

もの荷物を集めました。そのうち６トンは食べ物でし

た。普通の家庭で 10 年はたっぷり食べられる量だそ

うです。その荷物をカルカッタまで送るには、１箱３０キ

ロにしなければなりません。全部で 370 箱になります。

このようにして日本の女性登山隊が 1975 年春、

エベレストの登頂成功まで、なんと 1,400 日(3 年 10

ヶ月)もかかって準備されたのです、しかも頂上にはた

った１日、それもほんの数時間の滞在だったそうで

す。

このお話をされた田部井さんのことばに「この瞬間

のために 1,400 日の準備期間があったからこそ、この

登山から得たものは大きかった。」とあります。

人により感じ方は様々でしょう。今まで誰もが成し

遂げていない偉業を達成するためには、緻密な計画

とそれに沿った準備、周りの協力、そして何よりもそ

れらを最後まで実行する強い意志が必要であると思

います。なにかを達成するためには、しっかりとしたそれ

相応の準備と覚悟が必要なのでしょうね。

みなさんは、この話から何を感じ取ったでしょうか。

７月の行事予定

山ぼうしは「立志の樹」といわれ、本校正門脇に植樹されており、

花も実も 蒼天に立つ 山ぼうし
の碑（初代 PTA 会長盛合聡氏の揮毫）がある。第 ６ ３ 号 平成 ２ ２ 年 ６ 月 ３ ０ 日
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２日（金）機械製図検定（２次）
成績会議

５日（月）～８日（木）
三者面談

９日（金）パソコン検定、ＣＡＤ検定
１３日（火）～２５日（日）

全国高校野球県大会
１６日（金）定例職員会議

２１日（水）月曜日授業
進路推薦会議

２３日（金）授業納め式
２４日（土）～８月１６日（月）

夏期休業
２８日（水）１日体験入学



高総体 柔道競技第２位

６月９日（水）に高総体の大会報告会が行われました。
今年最も輝いたのは、柔道競技女子個人７０㎏級に出場した建築設備科

３年の馬場千宝さんです。惜しくも決勝で敗れはしましたが、堂々の２位
入賞を果たし、福島県会津若松市で行われる東北高等学校柔道大会への出
場権を得ました。

東北大会は６月２６日（土）、２７日（日）に行われました。残念なが
ら勝利を手にすることはできませんでしたが、馬場さんの健闘に大きな拍
手を送りましょう。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

鮭の町クリーン大作戦 （６月１日）
今年も、津軽石小学校・赤前小学校・津軽石中学校の児

童・生徒の皆さんと合同で津軽石川原と通学路の清掃活動
を行いました。民生委員の方々にもご協力いただきたくさ
んのゴミを回収しました。

来年は、宮古市でインターハイのレスリング競技とヨッ
ト競技が行われます。多くの選手・役員団が来訪されます
が、気持ちよく競技していただくためにも、日頃からきれ
いな町づくりに努めましょう。

校内球技大会結果
今年の球技大会は、第一体育館が耐震工事中で使えないことから、例年と一部種目を変更して

計画されました。残念なことに一日目が雨で中止となり二日目だけの開催となってしまったこと
から、生徒会の皆さんは大変苦労したと思います。しかし、各種目で真剣にそしてフェアに競技
が行われ、大いに盛り上がった大会になりました。各種目の入賞は下記の通りです。

総合の部 優 勝 電気電子科３年
準優勝 機械科３年
３ 位 職員チーム

ソフトボール 優 勝 機械科３年
サッカー 優 勝 建築設備科１年
バドミントン 優 勝 電気電子科３年
卓球 優 勝 建築設備科３年
ドッジボール 優 勝 機械科３年

・・・・ ６月の講演会 ・・・・
生徒の基本的生活習慣の確立や社会規範の醸成、進路意識の早期育成などを目的に、今年度

もさまざまな行事が計画されています。６月は下記の行事が行われました。いろいろな立場の
人の話を聞き、現在の自分の生活を見つめ直すとともに、将来についても真剣に考えましょう。

１年生「薬物乱用防止講話」
講師 本校薬剤師 湊 逸郎 様（(株)バイタルネット宮古支店）

２年生「職業講話」
講師 菊地一郎 様（宮古公共職業安定所長)

３年生「先輩に聞く会」
講師 機 械 科 成ヶ澤 光 様（(株)エム・アイ・テイー 東北工場）

電気電子科 福 舘 武 様（ＤＨＬサプライチェーン(株)成田事業所）
建築設備科 前 川 圭 様（伊藤住宅設備(株)）


